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道徳・人権教育の取組み 

 

道徳の時間に、すべての人が生まれながらに持つ「人間らしく生きる権利」について学習しました。 

1. 拉致問題（アニメ『めぐみ』の視聴） 住み慣れた地域で家族や友人と暮らす当たり前の日常が、ある日

突然奪われる不条理について考えました。アニメ視聴後、子どもたちからは「つらい、悲しい。自分だったら

絶対に泣いてしまう。」など、拉致被害者やご家族の苦しみを自分事として捉えた感想が寄せられました。 

2. 同和問題（歴史的背景と権利擁護） 社会福祉士の資格を持つ教員の指導のもと、江戸時代にあった人

権問題に焦点を当てて学びました。 当時、村（地域）の清掃や皮革工芸、埋葬などに携わっていた人々が

不当な扱いを受けていた歴史を知り、子どもたちは「自分たちがその恩恵（きれいな村、太鼓などの道具）を

受けているのに、仲間外れにしたりお祭りに参加させなかったりするのはおかしい、ひどすぎる。」と、その

理不尽さに気づくことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

授業で扱ったスライド 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


